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編 集 後 記
第49Ll』旧 本泌尿器科学会は5月 中旬金訳市に於て黒田恭・一教授会長の下に行われた.そ の次第
に就ては会員諸氏は既に御承知であるし 学術記事は日本医事新報の学会印象記にゆず り 苑に
はそれ以外の事を記す.学 会の前El5月11日に種 々の会議が とりまとめて開かれた.先ず午
前10時35年度の総合研究班の最終会議が催され 続いて36年度の研究班の最初の会議が行われ
た.午後 理事会と評議員会が催され 次で会食 その後 国際泌尿器科学会日本支部会が行わ
れた。このように諸会議に1日 を当てると 時間がゆつ くりして討議も充分に出来てよい.理事
の改選が行われたが 再任も更迭もあつた.来年は50周年の記念学会で そのプラソはシンポジ
ウムを主とし 興味深いが 多額の募金は新例である,評議員会に於ける会員の沈黙は いつも
の事ながら遺憾である.国際学会への多数の出席者に旅費を等分配する事と次回を東京へ誘致す
る事に対しては私は反対を表明した。之に就いても沈黙者が多いようであつた.12日の午前は市
内観光で 九谷焼かま元 卯辰山 兼六園等に旅情をな ぐさめられた.例 年ならば学会の時聞中
に行われるので都合がわるかつたが 今回はその点結構であつた.午後1時 いよいよ開会であ
る.会場の北国講堂は 広さ 設備等 申し分がない.開会の辞を述べられる黒田会長の面上に
は輝くものがあつた.第2日 は8時開始 会長の宿題報告の頃には'500名を収容する会場は殆
ど満員であつた.会の運営は極めて円滑に行われた.これは演説者 発言者 座長 会場係等の
協力によるものである.夜 の懇親会は 「つぼ甚」の大広間にて開催 参加者240名 と云う盛会
で余興の温泉太鼓は特に珍らしかつた.第3日 も8時開始 正午に学会は終了した,午 後からは,












3.入会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原著,臨床報告,そ の他.寄稿者は年間購読者に限る.
2。原稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新仮名使いを用い,片仮名には括孤を要 しない,400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附図はなるべ く欧文にすること。









8.原稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部.
